
　

医
療
法
第
19
条
に
よ
る
出
産
を
取
り
扱
う
助
産

所
の
開
業
に
は
妊
産
婦
さ
ん
の
安
全
の
た
め
に
産

婦
人
科
を
標
榜
し
た
嘱
託
医
と
の
契
約
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

　

私
達
助
産
師
は
、
生
理
的
な
経
過
を
大
切
に
し

た
自
然
分
娩
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
一
人
一
人

の
妊
産
婦
の
思
い
を
受
け
て
体
の
状
況
や
心
理
的

な
状
況
を
把
握
し
な
が
ら
、
母
児
共
に
安
全
・
安

心
な
出
産
を
し
て
も
ら
い
、
育
児
へ
の
ス
ム
ー
ズ

な
導
入
、
退
院
後
の
自
宅
で
の
育
児
に
自
信
を

も
っ
て
取
り
組
め
る
よ
う
、
継
続
的
な
助
産
師
ケ

ア
を
提
供
し
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
で
医
療
介
入
が
必
要
と
な
っ
た
場
合

に
、
で
き
る
だ
け
母
児
に
負
担
の
無
い
よ
う
な
搬

送
の
機
会
を
見
定
め
て
、
医
師
に
処
置
を
お
願
い

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

て
く
だ
さ
る
嘱
託
医
・
嘱
託
医
療
機
関
は
と
て
も

大
切
で
す
。

　

な
か
な
か
嘱
託
医
が
見
つ
か
ら
な
い
た
め
に
、

一
つ
の
医
療
機
関
・
一
人
の
医
師
が
何
十
か
所
も

の
助
産
所
と
契
約
を
結
ん
で
助
産
所
で
出
産
を
希

望
す
る
マ
マ
や
家
族
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

現
状
が
あ
り
ま
す
。
助
産
所
か
ら
離
れ
た
医
師
や

医
療
機
関
に
お
願
い
す
る
し
か
な
い
状
況
の
中

で
、
ど
う
に
か
で
き
な
い
も
の
か
？
と
政
策
提

言
委
員
会
と
し
て
、
要
望
書
に
毎
年
「
東
京
都

が
地
域
ご
と
に
嘱
託
医
を
決
め
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
申
し
入
れ
て
い
ま
す
が
な
か
な
か
実
現

に
至
ら
な
い
状
況
で
す
。

　

令
和
5
年
4
月
か
ら
東
京
都
の
委
託
事
業
が

始
ま
り
、
開
業
相
談
窓
口
の
設
置
と
調
査
の
二

本
柱
で
２
年
間
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

令
和
5
年
度
、
助
産
所
部
会
で
は
東
京
都
内

の
開
業
助
産
師
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
出

産
の
取
り
扱
い
意
向
や
課
題
、
取
り
扱
わ
な
い

理
由
な
ど
を
調
査
し
ま
し
た
。
出
産
を
取
り
扱

い
た
い
助
産
所
の
数
と
対
応
す
る
必
要
の
有
無

を
見
極
め
る
目
的
が
あ
り
ま
し
た
。

  

令
和
6
年
度
は
、
新
た
な
嘱
託
医
獲
得
の
ヒ

ン
ト
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
現
在
嘱
託

医
・
嘱
託
医
療
機
関
と
し
て
ご
協
力
い
た
だ
い

て
い
る
医
師
の
方
々
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、

共
通
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
を
分
析
し
ま
し
た
。
入

院
施
設
を
持
た
な
い
診
療
所
2
か
所
、
入
院
施

設
の
あ
る
診
療
所
6
か
所
、
病
院
4
か
所
に
出
向

い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
こ
の
と

き
、
助
産
所
部
会
委
員
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
年
度
は
、
昨
年
度
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
内
容

を
嘱
託
医
の
先
生
方
に
共
有
す
る
と
と
も
に
、「
嘱

託
医
を
受
け
て
い
る
医
師
・
施
設
同
士
で
意
見
交

換
を
し
た
い
」
と
の
ご
希
望
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と

か
ら
、
9
月
下
旬
にZ

oom

に
よ
る
グ
ル
ー
プ

ヒ
ア
リ
ン
グ
①
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

グ
ル
ー
プ
ヒ
ア
リ
ン
グ
①
に
参
加
し
て
く
だ

さ
っ
た
医
師
の
皆
様
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
現

在
嘱
託
を
受
け
て
い
な
い
医
師
・
医
療
機
関
と
の

グ
ル
ー
プ
ヒ
ア
リ
ン
グ
②
へ
と
つ
な
げ
、
嘱
託
医

の
現
状
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
を
令
和
8

年
2
月
頃
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

加
え
て
、
参
加
医
師
・
医
療
機
関
か
ら
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
も
と
に
、
嘱
託
医
の
拡
大
に
向
け

た
調
査
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

  

開
業
助
産
師
に
と
っ
て
嘱
託
医
問
題
は
ま
だ
ま

だ
解
決
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
が
、
調
査
の
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

今
後
も
引
き
続
き
希
望
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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東
京
都
委
託
事
業

「
助
産
所
と
嘱
託
医
療
機
関
等
連
携
支
援
事
業
に
つ
い
て
」

専
務
理
事
　
青
柳
三
代
子
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　令和 7 年度 公益社団法人東京都助産師会 記念式典・定時社
員総会は、令和 7 年 6 月 14 日（土）13 時より、東京都助産
師会館 5 階講堂にて開催された。当日は、社員総数 1,147 名
のうち、委任状を含む 682 名が出席した。

【記念式典】【記念式典】
　式典に先立ち、物故会員のご冥福をお祈りし、黙祷が捧げら
れた。
　宗会長から開会の挨拶があり、続いて 3 名の来賓の方より
祝辞をいただいた。
　東京都福祉局子供・子育て支援部調整担当課長の和田栞氏は、
ご自身の出産、子育ての経験も交えながら、「助産師に望まれ
ること、期待されることはますます大きくなっている」と話さ
れた。妊娠期から専門職が関わることで、出産・育児に対する
不安の軽減につながり、切れ目のない支援が可能になることか
ら、今後も助産師との連携を深めていきたいとの意向が示され
た。
　東京都看護協会会長の柳橋礼子氏より、「看護協会と助産師
会が連携しながら活動していくことで、多くの家族の支えにな
る。今後ますます会を発展させ活動してきたい」との挨拶があっ
た。
　日本助産師会副会長の田口真弓氏は、今年度の日本助産師会
総会の謝辞とともに、予測を上回る出生数の低下に触れ、助産
師の今後の在り方について言及された。また、妊娠期から継続
的に寄り添い、見守る包括的な支援の重要性について、改めて
強調された。
　続いて「永年活動感謝状」が八南地区分会 長濱博子氏、同
じく八南地区分会 柳原真知子氏、江東地区分会 柳澤薫氏に日
本助産師会副会長 田口真弓氏より授与された。「すくすく赤
ちゃん献金感謝状」はおたふく助産院に授与された。

【公益社団法人東京都助産師会令和 7 年度定時社員総会】【公益社団法人東京都助産師会令和 7 年度定時社員総会】
　定款 18 条 2 項に基づき出席社員の中から議長として橋本初
江氏、副議長として三島典子氏、斎藤吏香氏の推薦があり、承
認された。議長により総会の開会が宣言され、社員総数 1147
名、委任状を含めた出席社員総数 682 名で、本総会で提出す
る議案審議するのに必要な数（定款 19 条 1 項：過半数）は満
たしていることが報告され議案の審議に入った。
　監事の伊藤仁子氏より、本日の定時社員総会に提出されたす
べての議案および書類を調査したところ、いずれも法令および
定款に適合しており、不当な事項は認められなかった旨の監査
報告があった。
＜決議事項＞

　宗会長より資料に基づいて報告された。
◎第 1 号議案　令和 6 年度 事業報告
1）理事会・運営会議・地区分会長会議の報告
　理事会 8 回、運営会議 2 回、地区分会長会議 5 回開催された。
理事会では、事務職員の処遇を、社会保険を適用した正規職員
とした。いのちのエデュケーター養成に関して、新規事業を開
催。中野区妊婦全員面接事業は、助産師会で事業を受託。小
池東京都知事による無痛分娩助成策の表明を受け、3 月末に声
明文を提出。この「すべての分娩方式に対し助成を！」という
当会の声明に対して SNS 等で賛同の声が上がっている報告も
あった。産後ケア推進特別委員会が刷新され新委員が承認され
た。東京都福祉保健財団助成事業である「伴走型支援」はいず
れも好評であった。助成金は終了したが、今後の活動継続につ
いては検討したいとの報告があった。
　地区分会長会議は、各地域の活動について活発な議論を行っ
た。26 の地区分会があり、それぞれの格差が大きいがその特
徴を踏まえ相互に有益な情報交換がされた。
2）専門部会、委員会の報告

【助産所部会】嘱託医に対する調査助成金を利用し、嘱託医に
直接調査を行った。各種の医療連携会議への参加・地域の周産
期医療施設との連携を図っている。

【施設勤務部会】相互交流を深めるべく活動を行っている。地
域活動への参加は困難な状況ではあるが、東京都が行っている
助産所への研修事業等を活用されている。

【保健指導部会】安全に助産師業務を遂行できるよう、昨年よ
り業務安全管理評価の自己評価が導入された。本部会は活動が
広範囲に渡るため、活動状況の把握と連携には努力を要すると
ころである。インシデント・アクシデント報告の必要性があり、
研修会を実施した。

【総務総括委員会】式典の準備および各表彰者の推薦を行った。
【広報委員会】サンバ通信とメルマガの発行、および SNS を活
用し情報発信を行っている。昨年度は座談会を年 2 回、災害
と産後ケアのテーマで開催した。

【政策提言委員会】東京都および各政党に要望書を、自民党本
部には国家予算要望を提出した。こうした活動が功を奏し、東
京都との連携が構築され当会に対して意見を求められる関係性
となっている。

【教育委員会】東京都委託助産師教育指導講習会を年間 24 回
した。内容は充実しており、新規会員加入の動機づけの場とも
なっている。NCPR の物品管理も行っている。

【いのちの教育委員会】エデュケーター申請を年 1 回から 2 回
とした。研修のオンデマンド配信、見学体制の構築などエデュ
ケーター増員を図るべくシステムを作った。

【助産業務安全対策委員会】分娩件数が減少しているため分娩
に関する報告は少ないが、保健指導部会でもインシデント・ア
クシデント報告できるよう周知した。
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け入れ、行う。その他勉強会や講習会の開催。一般市民向け講
習会は、各地区分会を独自事業として様々な講習会を開催。産
後ケアは、自主事業のほか、多くが受託事業として実施。市民
向けイベントの参加は、昨年度までパパ向け講座を助成事業と
して実施してきたが、自主事業として展開予定である。災害時
の母子支援は自主事業として実施する。提言活動を行うことで
行政との結びつきが強くなっており東京都の各事業との関わり
ができている。
2）会員福利事業として、機関紙発行とグッズの販売を行う。
また、5 年計画のビジョンを策定しホームページに掲載してお
り、このビジョンも念頭に本事業計画を立案したため各々の会
員で確認されるよう説明された。
◎報告事項 1　令和 7 年度 収支予算報告
　比嘉財務理事より予算について、資料に基づいて説明された。
経常収益 87,400,090 円、経常費用 87,309,108 円、正味財
産増減額20,982円と報告された。昨年度の予算と比較すると、
経常収益、経常費用ともに 430 万円ほどの増額がみられてい
る。
＜決議事項＞
第 2 号議案　賛助会員の会費の件
　宗会長より、賛助会員の会費の件について総会資料を基に説
明がなされた。定款第 5 条、7 条に基づいて、賛助会員の会
費区分を変更する。この議案に対し決議が行われ、賛成多数で
承認された。
＜会場からの質問・要望＞
◎練馬分会の渡辺社員
　「賛助会員にならないと講座などを受けられないなどの制限
があるのか」という質問に対し、比嘉理事より制限はないとお
答えし、今回の件は対象が法人会員になるため個人会員につい
ては特に変更はないことが伝えられた。
◎小平小金井分会の権田社員
　「賛助法人会員の数は、何社あるのか教えて欲しい。」との質
問に対し、現在 7 社である回答をした。
　議長は、以上をもって全議案の審議を終了した旨を告げた。
宗会長が本日の謝辞を述べ、総会は 14 時 34 分に閉会した。

【災害対策委員会】対面で東京都委託講習会と交流会を開催し
た。交流会では東京都の担当課長より講義があり大変有益で
あった。安否確認を年末に行ったが、参加率は良かった。

【産後ケア特別推進委員会】これまでは研究としての活動であっ
たが、今後は臨床に即したものにすべく体制の刷新を行った。
3）その他の事業の報告
・子育て女性健康支援；昨年度相談 150 件。火曜木曜に電話
相談。直接来館する相談者もいる。
・オンライン助産師相談；昨年度相談1124件。東京都委託事業。
・パパ向け相談伴走型支援～育休、取って良かった！～；
2023 年 10 月 1 日から 2025 年 3 月 31 日に東京都の助成金
事業とし実施し、大変好評であった。プレパパ講座を 17 の地
区分会で 18 回開催した。継続については、今後の課題である。
助産師検索サイト「助産師マップ」を作成し、164 名の開業
助産師を掲載している。これは、地域・行政からの依頼を受け
やすくし、助産師の役割を広く地域に知っていただくものと
なっている。
＜会場からの質問・要望＞
◎新中杉分会の平尾社員
　「東京都委託事業のオンライン助産師相談の予約状況はどう
か。周知活動をしてもよいのではないか。今後相談員募集する
予定はあるか。」という質問に対して比嘉理事から、相談件数
はこの 5 年間一定の割合（予約可能な枠数に対し 70 ～ 90%）
であった。まずは、多くの妊産婦に使ってもらい、相談者を地
域につなげたい。近くの助産院につなげるよう動いているの
で、周知活動を一緒にしていただきたい。相談員は今後状況を
みて募集をする予定との返答があった。この返答に対し「相談
員は、助産師の働き方として助産師の経験値もあがる活動であ
るため、新しい相談員を入れることも考えて欲しい。」との要
望があった。
◎第 1 号議案　令和 6 年度 決算（計算書類）承認の件
　比嘉財務理事より、令和 6 年度決算について報告があった。
議長は第 1 号議案 2024 年度決算報告に対して採決を行い、
賛成多数で承認された。
＜報告事項＞
　宗会長より資料に基づいて報告された。
◎報告事項 1　令和 7 年度 事業計画
事業方針には、1）子育て・女性健康支援事業、2）会員福利
事業がある。
1）子育て・女性健康支援事業では、「生・性を語るエデュケー
ター」の制度を運用し、継続的に保育園から小中高校、大学、
特別支援学校まで地域の実情に応じて包括的な性教育を実施。
非会員にも開かれた講習会では、教育委員会を主体に東京都委
託講習会の開催。新生児蘇生講習会（自主事業）の実施。助産
所研修は、病院や地域で活動する（非会員を含む）助産師を受



　この度、広報委員の西川より、初めて参加したレイン
ボーパレード「Tokyo Pride 2025」と、棚木さんのご
活動「調布 LGBT ＆アライの会」についてお話をお伺い
することができました。
　アライとは、性的マイノリティーの方々の仲間・友人
のことです。

【【Tokyo Pride 2025Tokyo Pride 2025 について】について】
≪棚木さん≫
　東京都助産師会がレインボーパレードに参加し始めた
のは 2019 年からです。「東京都助産師会の存在をたくさ
んの方にアピールできるチャンス」と、当時理事をして
いたので理事会で投げかけました。はじめはチーム「東
京都助産師会（いのちの教育委員会）」としてパレードに
出場していましたが、今ではチーム「Medical Pride」（医
療従事者とその家族、友人）として出場しています。よ
り大きくなり責任重大！と思いますが、「いのちの平等と
尊厳」を伝えています。私たち助産師が赤ちゃんが生ま
れてきたときに性別を伝える、ということの責任を分かっ
ていることは大切なことだと思っています。最近はジェ
ンダーレスな名前を命名する若い方も増えたと感じます。
≪西川≫
　実際道行く人がパレードののぼりを見て「助産師会だっ
て！」「赤ちゃん ( 人形 ) 抱っこしてる～」と話す声が何
度も耳に届きました。沿道からの応援がとても温かく楽
しい時間でした！

【【調布 LGBT & アライの会調布 LGBT & アライの会について】について】
≪棚木さん≫
　調布 LGBT ＆アライの会は 2021 年に発足しました。
毎月講師の方を招いて LGBTQ に関する勉強会を開いた
り、政策に関する要望を出したりしています。団体の活
動を始めて、調布市にパートナーシップ制度が導入され、
多様性社会・男女共同参画推進課という新しい課ができ、
専用相談窓口も設置されました。
≪西川≫
　一度メールで勉強会に申し込むと、その後は毎月勉強

会の案内とアーカイブがメールで届くので、本当にあ
りがたく勉強になっています。私は勉強会が始まった
2022 年からほぼ 8 割くらいはアーカイブを見ること
ができていると思いますが、講師の方のお話や、勉強
会の場で話される質問や感想を聞いて、LGBTQ に関
する話題に慣れ、考え方の厚みも増したと感じます。
申込フォームではなくて申込はメールでの申込で一人
一人に返信するのは大変ではありませんか？
≪棚木さん≫
　メールの方が参加者の情報、人柄を把握しやすく、
コミュニケーションがしやすいと感じています。今ま
でに申し込んでくださった方は約 1000 人です。助産
師や医療従事者からの申込が多く、助産師は勉強熱心
だと感じます。LGBTQ の方を含め、学ぶ権利を守る
ために講座の無料提供には強い想いがあります。全国
の方に申し込んでいただけたらと思います。今後の資
金調達について、行政からの委託業務、企業とのコラ
ボレーション、助成金申込などの方策を検討していま
す。
　勉強会を続けてきてよかったことは、講師の方と人
脈が繋がることです。専門家や弁護士、研究者との人
脈が、困難なケースに対処する際に役立つことがあり
ます。この活動を一緒にやってくださる若い方を大募
集しています。

「Tokyo Pride 2025」＆

「調布LGBT＆アライの会」の歩み
ゲスト：調布地区分会 　棚木めぐみさん

インタビュアー：広報委員　西川直子

「2025.6.8　Medical　Pride チームバレード終了後の集合写真　みんな満面の笑顔！」
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第3回座談会開催報告　
広報委員（荒・太田・西川・三好・渡辺）

　2025 年 7 月 1 日、東京助産師会広報委員会主催による

第 3回「ザ・座談会」　がオンラインにて開催されました。

今回のテーマは「伴走型ケア」で、地域の助産師や関係者

が集い、実践事例や制度設計の課題について活発な意見交

換が行われました。

　伴走型ケアについて、WHOは「ポジティブな出産体験

のための分娩期ケア」ガイドラインの中で、助産師主導の

継続ケアを推奨しています。日本でも「こども未来戦略」

の中で「伴走型相談支援」を推進しています　。

　当日はゲストに関まりか氏 (( 株 )MamaWell　代表取締

役 )、蒲澤直子氏（北地区分会会長）、宗祥子氏（東京都

助産師会会長）を迎え、助産師による伴走型支援や継続ケ

アについて、多角的な意見交換が行われました。

　2025年度から品川区では(株 )MamaWellと提携して「オ

ンラインMy助産師」事業がスタートしましたが、関氏か

らは、腕時計型のウェアラブル端末を使用した、パーソナ

ル助産師によるデータに基づいた母子の健康伴走サポート

で、正常経過から逸脱する妊婦を減らすことなどの説明が

ありました。

　蒲澤氏からは、北区役所の保健サービス係で「出産・子

育て応援事業」の中の「はぴママたまご面接」「妊娠後期

の面談」をコロナ禍をきっかけに北地区分会の助産師が担

当していることの説明がありました。

　宗氏からは、中野区での妊婦等包括支援事業「かんがるー

面接」の事業に勉強会や体制を整えて入札し、参入に至っ

た経緯や、助産師の選定から雇用や整備、教育体制の整備

など、すべて助産師会として役割を担っていること、現在

は妊娠中期と後期の面談のみであり、妊婦に継続的に寄り

添うという伴走型支援に到達するには課題が山積みだが、

地域で活動している助産師会のメンバーが主体となって、

妊婦に関わる事業を責任をもって引き受けていくことが

重要である、等の説明がありました。

　議論は白熱し、特に、継続支援の難しさ（行政との調整・

提供するケアの質の担保）、対面ケアとオンラインケアの

違いや責任・医療施設との連携、地域の助産師との連携

などについて意見交換がなされました。その後 4名ほど

の小グループに分かれ座談する時間をつくりました。

　終了後、参加者の皆さんから多くの感想をいただきま

したので、その一部をご紹介します。

「助産師が考える伴走型支援、継続ケアを具現化できるよ

うにするにはどうしたらよいか、考えさせられました。

助産師が起業しデジタルを駆使してMy助産師の仕組みを

立ち上げたのは時代に即しておりニーズもあるのだろう。

それが地域の助産師と相乗効果となるよう次世代の助産

師のあるべき姿が描けるといいなあ」

「先輩方の白熱したご意見を聴く事ができ、参加して良

かったです。助産師会が職能団体として、専門性を発揮

出来る場が求められるように、お互いに協力し合う重要

性を再認識しました。伴走型支援は、行政の形だけの伴

走になっているなぁと感じていたので、新しいやり方も

含めて、安心できる地域の繋がりや、居場所作りなど構

築していきたいと思いました」

「今回の会を機会に色んな世代や環境の助産師が連携し

て、より良い母子や家族の伴走型支援に繋がる第一歩に

なったらいいなと思いました。忌憚ない意見がでてて刺

激になりました。」

　今回の座談会の申込数は過去最多の 56 名にのぼり、妊

娠中からの伴走型支援の関心や重要性、新規事業への関心

の高さがうかがえました。日本の伝統的な助産所は妊娠・

出産・産後を切れ目なく支える貴重な存在ですが、嘱託

医問題もあり減少傾向にあります。こう

した助産所の継承と若手助産師の育成も

非常に大切です。さらに高齢出産などハ

イリスク分娩が増える中、妊娠期から信

頼できる助産師と繋がれる体制づくりも

重要です。地域に根ざした母子支援、地

域と病院・地域と企業などの連携構築の

あり方について、助産師同士が率直な意

見を交わし、改めてその実践を見直すきっ

かけとなる有意義な場となりました。
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新
シ
リ
ー
ズ
！
私
に
と
っ
て
の
助
産
師
会

　

助
産
師
会
へ
の
加
入
は
、
地
域
で
助
産
師
と
し
て

活
動
す
る
た
め
の
大
切
な
一
歩
で
す
。
会
員
の
皆
さ

ま
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
入
会
の
き
っ
か
け
や
活
動
の
思

い
出
を
通
じ
て
助
産
師
会
の
魅
力
を
語
っ
て
も
ら
い

ま
す
！

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

　

私
は
20‌

24
年
に
練
馬
区
で
熊
井
助
産
院
を
開
業

し
、
主
に
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
の
産
後
ケ
ア
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

私
が
東
京
都
助
産
師
会
に
入
会
し
た
の
は
9
年
前

に
遡
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
、
私
は
妊
娠
を
機
に
勤

務
し
て
い
た
病
院
を
退
職
し
、
専
業
主
婦
と
し
て
育

児
に
専
念
し
て
い
ま
し
た
。
子
供
が
大
き
く
な
り
、

自
治
体
の
乳
幼
児
健
診
の
パ
ー
ト
を
始
め
た
時
に
、

当
時
の
練
馬
地
区
分
会
長
に
お
声
が
け
頂
き
、
入
会

を
い
た
し
ま
し
た
。
入
会
当
初
は
精
力
的
に
活
動

す
る
先
輩
方
に
圧
倒
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
当
時
は
自

分
の
助
産
師
と
し
て
の
技
量
に
自
信
も
な
く
、
助
産

院
を
開
業
す
る
こ
と
は
考
え
も
し
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
3
年
前
よ
り
地
区
分
会
の
災
害

対
策
担
当
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
先
輩

方
よ
り
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
微
力
な

が
ら
も
地
区
分
会
や
地
域
の
方
々
の
お
役
に
立
て
る

よ
う
活
動
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
子
供

た
ち
へ
の
性
教
育
の
必
要
性
に
も
興
味
を
感
じ
、
昨

年
度
か
ら
性
教
育
の
勉
強
会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
か
ら
の
中
学
生
へ
の
性
教
育
の
一
部
の
教
材

作
成
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
、
諸
先

輩
方
が
今
ま
で
活
動
し
て
き
た
内
容
や
使
っ
て
い
る

資
料
を
惜
し
み
な
く
提
供
し
て
く
だ
さ
り
、
ま
た
作

成
し
た
教
材
を
丁
寧
に
添
削
し
て
く
だ
さ
り
、
と
て

も
貴
重
な
経
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
地
区
分
会
で
様
々
な
活
動
を
し
て
い

く
中
で
、
よ
り
地
域
の
妊
婦
さ
ん
・
産
婦
さ
ん
の
た

め
に
自
分
自
身
が
で
き
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
、
開
業
す
る
こ
と
を
決
断
で
き
ま
し
た
。

開
業
を
決
断
す
る
ま
で
も
、
開
業
を
す
る
ま
で
も
、

開
業
し
て
か
ら
も
地
区
分
会
長
を
は
じ
め
た
く
さ
ん

の
方
に
お
声
が
け
頂
き
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
も
産
後
ケ
ア
訪
問
で
担
当
し
た
方
の
症

例
の
相
談
に
乗
っ
て
い
た
だ
い
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

練
馬
地
区
分
会
は
事
例
検
討
を
行
っ
た
り
、
勉
強

会
を
開
催
し
た
り
し
て
、
地
域
の
助
産
師
を
つ
な
ぐ

役
割
を
担
っ
て
下
さ
り
、
と
て
も
心
強
い
存
在
で
す
。

　

今
後
も
微
力
な
が
ら
、
練
馬
地
区
分
会
や
地
域
の

方
々
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

「
医
療
安
全
管
理
室
よ
り
」

「
医
療
安
全
管
理
室
よ
り
」　

　　

日
頃
よ
り
、
医
療
安
全
活
動
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　　
今
回
のTokyo

サ
ン
バ
通
信
か
ら
、、
安
全
に
関
す

る
情
報
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
届
け
す
る
コ
ー
ナ
ー
『
助

産
師
あ
ん
ぜ
ん
の
小
部
屋
』
が
始
ま
り
ま
す
。
皆
様
か

ら
の
イ
ン
シ
デ
ン
ト
レ
ポ
ー
ト
報
告
を
役
立
て
て
い
き

ま
す
。

　

第
1
回
目
は
、「
忘
れ
な
い
で
！
児
の
預
か
り
に
は
」

で
す
。

　

出
産
後
や
産
後
ケ
ア
の
際
、
ど
う
し
て
も
児
を
預
か

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
、
短
時
間
で
も
部
屋
に

児
を
一
人
き
り
に
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
を
忘
れ
な
い

で
く
だ
さ
い
。
産
後
ケ
ア
事
業
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
安
全

に
関
す
る
留
意
事
項
に
も
「
短
時
間
で
あ
っ
て
も
児
の

み
の
状
況
と
な
ら
な
い
よ
う
留
意
す
る
と
と
も
に
、
児

の
顔
が
み
え
る
仰
向
け
に
寝
か
せ
る
」
こ
と
が
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
特
に
乳
児
は
自
分
で
寝
返
り
な
ど
し
て

し
ま
う
の
で
危
険
で
す
。
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
！
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豊
島
地
区
分
会
は
、
保
健
指
導
6
名 

勤
務
13
名
、

助
産
所
4
名
の
計
23
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
助
産
師

会
会
員
の
得
意
分
野
を
生
か
し
、
母
子
の
防
災
や
避
難

に
つ
い
て
、
外
国
籍
の
妊
婦
ケ
ア
、
保
護
者
や
学
生
向

け
の
性
教
育
、
助
産
師
向
け
の
母
乳
管
理
技
術
講
座
な

ど
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
特
に
区
の
イ
ベ
ン

ト
や
女
性
の
た
め
の
活
動
に
参
加
し
て
の
講
座
開
催
は

今
年
4
年
目
を
迎
え
、
と
て
も
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、SRHR
を
意
識
し
学
生
や
妊
娠
前
の
成
人

女
性
へ
の
性
教
育
講
座
や
、
助
産
師
同
士
の
技
術
の
継

承
を
目
的
と
し
た
研
修
会
な
ど
を
開
催
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
は
そ
れ
ぞ
れ
開
業
・
勤

務
の
な
か
で
専
門
性
を
高
め
な
が
ら
、
地
区
分
会
で
は

い
つ
も
協
力
し
合
い
少
な
い
準
備
期
間
で
も
質
の
高
い

イ
ベ
ン
ト
を
作
り
上
げ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
一
緒
に
得
意

を
生
か
し
て
活
動
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

執
筆

　
横
山
望
美

地区分会活動紹介
板橋区 /豊島区 /文京区

　
板
橋
地
区
分
会
に
は
21
名
の
会
員
が
所
属
し
て
い
ま

す
。
会
員
の
活
動
の
場
は
、
助
産
所
や
医
療
機
関
、
行

政
、
教
育
機
関
と
様
々
で
す
。
昨
年
度
か
ら
定
例
会
を

月
に
一
度
に
増
や
し
、
様
々
な
フ
ィ
ー
ル
ド
で
活
躍
す

る
会
員
間
で
の
情
報
交
換
を
頻
繁
に
行
っ
て
い
ま
す
。

地
区
分
会
の
活
動
と
し
て
、
昨
年
度
は
、
災
害
時
連
携

に
関
す
る
活
動
と
し
て
板
橋
区
内
の
5
箇
所
の
避
難
所

運
営
連
絡
会
に
出
席
し
、
夜
間
避
難
所
開
設
訓
練
や
板

橋
地
区
の
防
災
訓
練
に
参
加
す
る
な
ど
し
て
助
産
師
の

存
在
と
活
動
内
容
を
PR
し
ま
し
た
。

　
地
域
の
子
育
て
団
体
と
の
協
働
事
業
で
は
、
赤
ち
ゃ

ん
食
堂
や
産
後
ド
ゥ
ー
ラ
子
育
て
サ
ロ
ン
な
ど
に
参
加

し
て
「
助
産
師
な
ん
で
も
相
談
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

自
治
体
か
ら
の
委
託
事
業
で
は
、区
内
の
イ
ベ
ン
ト
や
、

区
内
の
中
学
校
で
性
教
育
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
会
員
間
の
関
係
性
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
助

産
師
と
し
て
の
地
域
貢
献
を
模
索
し
て
い
き
た
い
で

す
。

執
筆

　
渋
谷
郁
恵

　
文
京
地
区
分
会
の
会
員
は
45
名
。

　
区
内
の
大
学
病
院
や
総
合
病
院
に
勤
務
す
る
助
産
師
、

開
業
助
産
師
、
教
育
に
関
わ
る
助
産
師
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
立
場
の
会
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。 

　
文
京
区
か
ら
は
2
つ
の
産
後
ケ
ア
事
業
を
受
託
し
、

20‌

18
年
度
か
ら
「
赤
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
ほ
っ
と
サ
ロ
ン
」

を
運
営
。
年
24
回
、
2
つ
の
保
健
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
、

毎
回
4
名
の
助
産
師
が
担
当
し
て
い
ま
す
。
保
健
師
と
の

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
通
し
て
顔
の
見
え
る
関
係
が
築
か

れ
、
相
談
や
情
報
共
有
が
し
や
す
い
、
安
心
感
の
あ
る
連

携
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。 

　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
対
面
中
止
期
間
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

開
催
を
継
続
し
、
昨
年
度
ま
で
委
託
事
業
と
し
て
実
施
し

ま
し
た
。

　
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
産
後
ケ
ア
で
は
八
千
代
助
産
院
が
窓

口
と
な
り
、
受
付
や
担
当
者
の
募
集
、
決
定
、
報
告
書
と

請
求
書
の
と
り
ま
と
め
・
会
計
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
定
例
会
や
懇
親
会
も
続
け
な
が
ら
、
会
員
同
士
の
つ
な

が
り
も
深
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

板橋地区分会活動
会長　相賀佳代子

豊島地区分会活動
会長　井上茜

文京地区分会活動
会長 /執筆　古川純子
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表彰者（表彰の正式名称、受賞者氏名　敬称略）

永年活動感謝状永年活動感謝状

長濱博子 ( 八南 )、栁澤薫 ( 江東 )、柳原真知子 ( 八南 )

公益社団法人日本助産師会会長表彰公益社団法人日本助産師会会長表彰

　石川真由美(江東)、春名めぐみ(文京)、古川純子 (文京)

infomationinfomation
● 物故会員● 物故会員　なし

● 会員数● 会員数
R7.8.15 現在　1221 名
( 会費未納者、今期退会者を含む )

おめでとうございます‼

◎年会費の自動引落手続きについて◎年会費の自動引落手続きについて
　年会費のお支払いは、指定口座からの自動引落による会費
納入が、原則となっております。お手続きがまだの方は、日
本助産師会までお問い合わせください。口座引落依頼書をお
渡しします。今からお手続きされますと令和 8年度の会費よ
り自動引落となります。(12 月初旬までにお手続きを完了し
てください )
年会費のお支払いがまだの方は、　下記にお振込み願います。
※正会員 ( 一般 )　25,000 円 ( 内訳：本部会費 15,000 円東京
都助産師会会費 10,000 円 )
※正会員 ( 特別 )　13,000 円 ( 内訳：本部会費　5,000 円東京
都助産師会会費 10,000 円 )

重要重要　住所・職場、改姓等変更がございましたら、必ず日本
助産師会の会員ページより会員情報変更フォームより手続き
をお願いいたします。

【郵便口座】【郵便口座】

00170-7-484988 公益社団法人東京都助産師会

※他銀行からお振込みの場合　

ゆうちょ銀行　〇一九 ( ぜろいちきゅう ) 店

当座 0484988　

【銀行口座】【銀行口座】

◎三井住友銀行　大塚支店　普通 1986476 　

　公益社団法人　東京都助産師会

◎三菱 UFJ 銀行 江戸川橋支店 普通 0031243　

　公益社団法人 東京都助産師会　代表理事 宗　尚子　

◎今後のセミナー・イベント予定◎今後のセミナー・イベント予定
東京都委託助産師教育指導講習会
　今期は 9月、11 月、12 月、2月に開催予定。
今回も開催講習会ごとに日時が異なります！
対面講習もあります。(ハイブリットではありません。)
参加の際は確認の上お申し込みください。
また詳細についてはHPをご覧ください。
申込は東京都助産師会 Coubic　https://coubic.com/
jmat 内より受付。

編
集
後
記

編
集
後
記

　
サ
ン
バ
通
信
45
号
も
東
京
都
助
産
師
会
と
会
員
の
幅
広
い
活
動
を
報
告
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
日
本
の
出
生
数
は
、
昨
年
度
70
万
人
を
割
り
ま
し

た
。
こ
の
少
子
化
時
代
、助
産
師
に
も
変
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

COVID-19

で
普
及
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
の
よ
う
に
、
必
要
と
し
て
い
る
方

に
助
産
師
の
支
援
が
届
け
ら
れ
る
よ
う
、
柔
軟
な
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
助

産
師
会
が
伝
統
を
守
り
つ
つ
も
、
お
互
い
の
活
動
を
尊
重
し
、
協
力
し
あ
い
、

よ
り
よ
い
支
援
を
追
求
し
、
制
度
や
政
策
の
構
築
に
貢
献
す
る
職
能
団
体
と
し

て
、
助
産
師
を
支
え
る
。
そ
ん
な
活
動
を
周
知
す
る
広
報
誌
の
作
成
に
関
わ
ら

せ
て
も
ら
え
て
い
る
こ
と
に
感
謝
す
る
真
夏
の
夕
べ
で
す
。
取
材
や
執
筆
に
ご

協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

（
広
報
委
員
　
三
好
）
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